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報
告
一

コ
ロ
ナ
後
に
求
め
ら
れ
る
大
学

中
村
伊
知
哉

　

コ
ロ
ナ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
人
類
は
二
つ
の
戦
争
の
最
中
に
あ

る
。
コ
ロ
ナ
は
世
界
が
協
力
し
て
人
類
の
敵
に
立
ち
向
か
う
団

結
の
物
語
で
あ
り
、
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
気
に
進
め
る
な

ど
風
景
を
変
え
た
。
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
攻

は
、
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
初
の
主
要
国
が
関
わ
る
戦

争
だ
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
金

融
制
裁
。
デ
ジ
タ
ル
が
主
戦
場
と
な
っ
た
人
類
初
の
戦
争
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
と
対
象
的
に
世
界
の
分
断
を
改
め
て
示
し
た
。
い

ず
れ
の
戦
争
も
、
安
全
保
障
や
身
体
・
生
命
の
レ
ベ
ル
で
デ
ジ

タ
ル
を
問
う
。
コ
ロ
ナ
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

設
計
が
重
要
テ
ー
マ
と
な
る
。

日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態

　

コ
ロ
ナ
後
、
超
過
死
亡
率
は
Ｇ
7
で
日
本
だ
け
マ
イ
ナ
ス
、

と
い
う
デ
ー
タ
が
一
時
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
海
外
と
の
比
較
に

お
い
て
、
日
本
は
う
ま
く
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
な
く
、「
要
請
」
と
い
う
空
気
の
よ

う
な
圧
力
で
抑
え
込
む
。
暴
動
も
起
き
な
い
。
海
外
に
な
い
モ

デ
ル
だ
。
日
本
の
対
応
は
成
功
例
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
か

も
し
れ
な
い
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
新
し
い
ネ
タ
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
一
方
、
未
だ
命
じ
ら
れ
て
も
い
な
い
の
に
、
日
本

だ
け
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
。
お
上
が
仕
切
ら
な
い
の
に
、
民
衆

が
互
い
を
監
視
し
て
縛
る
厄
介
な
空
気
の
歴
史
と
し
て
刻
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
ら
を
上
回
る
レ
ガ
シ
ー
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
こ
と
が
鮮
明
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
。
デ
ジ
タ
ル
敗

戦
で
あ
る
。
過
去
二
五
年
の
無
策
が
表
面
化
し
た
も
の
だ
。
平

成
元
年
に
世
界
一
位
だ
っ
た
Ｉ
Ｍ
Ｄ
世
界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
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が
三
四
位
に
落
ち
た
。
主
要
国
の
中
で
一
方
的
に
下
が
っ
て
い

る
の
は
日
本
だ
け
で
、
三
〇
年
で
三
四
ダ
ウ
ン
。
没
落
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
の
遅
れ
が
没
落
に
直
結
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

か
ね
て
か
ら
日
本
の
Ｉ
Ｔ
利
用
の
弱
み
は
医
療
・
教
育
・
行

政
＝
公
益
部
門
に
経
営
だ
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
医
者
・
先

生
・
役
人
と
社
長
が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
対
応
が
遅
く
、

給
付
金
の
交
付
、
遠
隔
授
業
な
ど
に
支
障
を
み
せ
た
。
在
宅
勤

務
が
可
能
な
人
の
割
合
は
主
要
国
で
最
低
水
準
だ
。
こ
の
公
益

と
経
営
は
、
昭
和
の
勝
ち
組
で
あ
る
。
世
界
に
冠
た
る
日
本
の

医
療
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
経
営
。
そ
の
成
功
体
験
が
、
デ
ジ

タ
ル
で
根
こ
そ
ぎ
変
わ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
昭
和
世
代
が
デ
ジ

タ
ル
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

　

途
上
国
以
下
だ
っ
た
教
育
デ
ジ
タ
ル
化
は
コ
ロ
ナ
経
済
対
策

で
一
気
に
前
倒
し
と
な
り
、
あ
と
二
五
年
か
か
る
計
算
だ
っ
た

子
供
Ｐ
Ｃ
一
人
一
台
が
一
年
で
実
現
し
た
。
た
だ
、
先
生
方
と

Ｐ
Ｃ
の
機
能
の
相
談
を
す
る
と
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
い
い
Ｆ
Ａ

Ｘ
が
ほ
し
い
、
と
真
顔
で
言
わ
れ
る
。
医
療
現
場
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
文

化
で
、
コ
ロ
ナ
の
給
付
金
対
応
は
そ
れ
で
遅
れ
た
。
五
月
に
山

口
県
で
新
型
コ
ロ
ナ
給
付
金
四
六
三
〇
万
円
を
間
違
っ
て
給
付

し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
役
所
と
銀
行
の
デ
ー
タ
を
フ
ロ
ッ
ピ
ー

で
や
り
と
り
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
。
こ
れ
が
日
本
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
実
態
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
は
何
を
変
え
た
の
か

　

コ
ロ
ナ
後
は
ど
う
な
る
の
か
。
数
千
年
か
け
て
人
類
は
都
市

化
を
進
め
て
き
た
。
文
明
は
都
市
の
歴
史
だ
。
集
中
・
集
積
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
住
民
は
城
壁
で
身
を
守
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

だ
か
ら
壁
の
中
で
一
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
は
蔓
延
し
た
。
戦
争
も

核
兵
器
も
、
対
立
を
引
き
起
こ
す
宗
教
も
、
経
済
の
恐
慌
も
、

み
な
文
明
が
生
む
。
そ
れ
で
死
ぬ
の
は
自
業
自
得
。
人
類
に

と
っ
て
の
敵
は
自
然
災
害
で
あ
り
、
病
原
菌
だ
。
い
ず
れ
も
都

市
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
命
を
縮
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
。
こ
れ
で
教
会
と
領
主
の
権
威
が
下
が
り
、

民
衆
が
強
く
な
っ
て
、
生
ま
れ
た
の
が
ル
ネ
サ
ン
ス
だ
と
さ
れ

る
。
芸
術
と
科
学
が
生
ま
れ
た
。
中
世
が
去
っ
て
近
代
が
来
た
。

で
は
、
コ
ロ
ナ
が
再
生
す
る
も
の
は
何
か
。

　

都
市
集
中
を
ひ
っ
く
り
返
す
手
段
が
Ｉ
Ｔ
と
交
通
だ
っ
た
。

二
〇
世
紀
後
半
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
、
高
度
情
報
社
会
と
高

度
移
動
社
会
が
構
築
さ
れ
た
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
い
つ
ど
こ
へ
で
も
移
動
で
き
る
手
段
を

手
に
し
た
。
都
市
を
離
れ
田
園
で
優
雅
に
過
ご
す
展
望
を
得
た
。

で
、
ど
う
な
っ
た
？　

都
市
集
中
は
一
層
進
む
。
東
京
は
一
九
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八
〇
年
か
ら
四
〇
年
で
二
〇
〇
万
人
増
を
見
せ
、
特
に
中
心
部

に
集
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
と
交
通
が
発
達
し
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

よ
り
濃
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
接
近
し
た
が
っ
た
。

地
方
分
散
？　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
逆
方
向
に
作
用
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
は
そ
れ
に
対
す
る
鉄
槌
だ
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
身
を

守
れ
。「
集
中
で
密
」
が
招
い
た
感
染
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、

Ｉ
Ｔ
で
「
分
散
で
疎
」
を
心
が
け
る
。
コ
ロ
ナ
後
、
そ
れ
が
定

着
す
る
だ
ろ
う
か
？　

数
千
年
か
け
て
築
い
た
都
市
文
明
に
別

れ
を
告
げ
て
、
の
ど
か
な
田
園
の
文
明
に
向
か
う
だ
ろ
う
か
？

　

い
や
、
そ
れ
は
幻
想
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
が
ガ
ツ
ン
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
数
千
年
の
文
明
が
す
ぐ
逆
行
す
る

と
は
思
え
な
い
。
人
は
ま
だ
集
積
、
都
市
集
中
、
そ
し
て
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
求
め
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
率
、
バ
ー
チ
ャ
ル
率
は
高
止
ま
り
す

る
は
ず
だ
。
一
割
程
度
し
か
で
き
な
か
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
は
五

割
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
割
程
度
し
か
で
き
な

か
っ
た
デ
ジ
タ
ル
教
育
も
で
き
な
い
大
学
は
潰
れ
る
。
六
％
の

ｅ
コ
マ
ー
ス
率
が
中
国
並
み
の
二
〇
％
に
上
昇
す
る
の
も
遠
く

あ
る
ま
い
。
リ
ア
ル
＋
バ
ー
チ
ャ
ル
の
掛
け
合
わ
せ
で
、
集
中

と
分
散
を
併
せ
持
つ
社
会
が
目
指
さ
れ
る
。
新
し
い
集
中
と
分

散
の
ブ
レ
ン
ド
、
新
し
い
密
。
そ
の
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
は
ぼ

く
ら
が
自
ら
選
び
取
る
、
コ
ロ
ナ
前
よ
り
素
敵
な
世
界
と
な
る

は
ず
だ
。

　

Ｐ
Ｃ
の
デ
ジ
タ
ル
か
ら
二
五
年
。
ス
マ
ホ
の
ス
マ
ー
ト
か
ら

一
〇
年
。
次
い
で
Ａ
Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
デ
ー
タ
に
よ
る
超
ス
マ
ー

ト
が
来
る
。
ド
イ
ツ
が
言
う
第
四
次
産
業
革
命
、
軽
工
業
・
重

工
業
・
情
報
産
業
の
次
の
時
代
。
日
本
政
府
が
言
うSociety5.0

、

狩
猟
・
農
耕
・
工
業
・
情
報
に
次
ぐ
第
五
の
文
明
。
一
〇
年
後

に
は
本
格
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
が
仕
事
を

奪
う
。
仕
事
を
奪
っ
て
も
、
ぼ
く
ら
の
取
り
分
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
ヒ
マ
に
な
る
。
う
ん
と
奪
っ
て
く
れ
れ
ば
、
超
ヒ
マ
に

な
る
。
そ
う
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
創
造
的
な
超
ヒ
マ
つ
ぶ
し

を
し
よ
う
。
そ
う
考
え
て
「
超
ヒ
マ
社
会
を
つ
く
る
」
と
い
う

本
を
書
い
た
次
第
で
あ
る
。

企
業
と
の
連
携
で
広
が
る
大
学
の
可
能
性

　

こ
の
未
来
に
向
け
て
私
は
今
ｉ
Ｕ
と
い
う
大
学
を
作
っ
て
い

る
。
情
報
つ
ま
り
Ｉ
Ｔ
、
経
営
つ
ま
り
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
革
新
を
起
こ
す
プ
ロ
・
専
門
職
を
育
て
る
。
正
式

名
は
「
情
報
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学
」
と
い
う
日

本
一
長
い
名
前
を
も
つ
。
が
、
長
す
ぎ
て
覚
え
て
も
ら
え
な
い

の
で
、
ｉ
Ｕ
と
呼
ん
で
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に
開
学
し
た
。
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グ
ー
グ
ル
やY

ahoo!

は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
生
み
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
生

ま
れ
た
。
大
学
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
て
育
て
た
。

W
alkm

an
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
、
ポ
ケ
モ
ン
、
初
音
ミ
ク
。
日
本

も
こ
の
分
野
で
素
敵
な
も
の
を
生
ん
だ
が
、
大
学
が
作
っ
た
も

の
は
な
い
。
日
本
は
産
官
学
の
学
が
問
題
だ
。

　

そ
う
い
う
場
を
日
本
に
作
り
た
い
と
考
え
私
が
大
学
院
Ｋ
Ｍ

Ｄ
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
）
を
作

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
の
が
二
〇
〇
六
年
。
Ｋ
Ｍ
Ｄ
は

国
際
的
で
ハ
イ
エ
ン
ド
な
大
学
院
に
成
長
し
た
が
、
さ
ら
に
必

要
な
の
は
、
閉
塞
す
る
日
本
を
破
る
も
っ
と
若
い
、
暴
れ
ん
坊

の
集
ま
る
学
校
。
産
業
界
と
連
携
し
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー

ス
で
学
び
即
戦
力
を
生
む
機
関
。
Ｋ
Ｍ
Ｄ
の
知
見
を
活
か
し
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

ｉ
Ｕ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。
教
員
の
八
割
が
産
業
界
出
身
。

Ｉ
Ｔ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
科
目
は
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
が
教
え
る
。

そ
れ
で
も
全
く
足
り
な
い
の
で
、
客
員
教
授
を
五
〇
〇
人
ア
サ

イ
ン
し
て
い
る
。
一
〇
〇
〇
人
ま
で
増
や
す
。
学
生
は
一
学
年

二
〇
〇
人
な
の
で
、
学
生
よ
り
教
授
の
ほ
う
が
多
い
大
学
だ
。

企
業
と
も
強
く
組
む
。
連
携
企
業
は
五
〇
〇
社
。
一
〇
〇
〇
社

を
超
え
る
だ
ろ
う
。
学
生
は
全
員
四
か
月
イ
ン
タ
ー
ン
を
必
修

と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
「
全
員
起
業
」。
学
生
全
員
が
四
年
間
に
全
員
起
業

す
る
。
世
界
初
だ
ろ
う
。
全
員
が
起
業
に
成
功
し
た
ら
、
就
職

率
は
ゼ
ロ
。
就
職
率
ゼ
ロ
を
目
指
す
。
た
だ
、
実
際
は
九
割
が

た
失
敗
す
る
だ
ろ
う
。
学
生
の
間
に
失
敗
し
て
お
こ
う
。
失
敗

か
ら
学
ぶ
失
敗
大
学
。

　

本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
東
京
都
墨
田
区
。
そ
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
を

東
京
ベ
イ
エ
リ
ア
竹
芝
地
区
に
置
い
た
。
竹
芝
で
は
Ｋ
Ｍ
Ｄ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
放
送
、
通
信
、
Ｉ
Ｔ
、
音
楽
、
ア
ニ

メ
な
ど
の
企
業
五
〇
社
も
参
加
し
て
産
学
連
携
拠
点
・
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
を
一
〇
年
が
か
り
で
進
め
、
二
〇
年
九
月
に

街
開
き
し
た
。
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
が
働
い
て
い
る
。
世
界
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト
地
区
だ
。

中
核
と
な
る
ビ
ル
の
上
の
階
に
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
本
社
が
入
居

し
、
こ
の
場
所
を
ｉ
Ｕ
と
Ｋ
Ｍ
Ｄ
で
共
同
利
用
し
て
い
る
。

　

開
学
後
、
作
っ
た
も
の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
が
研
究
所
「B 

Lab
」。「
お
も
し
ろ
い
未
来
を
み
ん
な
で
つ
く
る
」
ラ
ボ
。
研

究
所
と
い
っ
て
も
、
研
究
室
で
試
験
管
を
振
る
よ
う
な
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
拠
点
で
は
な
く
、
世
界
中
の
研
究
所
、
地
域
、
人
材

を
つ
な
ぐ
参
加
型
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
一
〇
〇
箇
所
の
拠

点
、
一
〇
〇
万
人
の
研
究
員
を
目
指
す
。
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も
う
一
つ
が
、
メ
デ
ィ
ア
。「
す
み
だM

ediaLab

」。
ｉ
Ｕ

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
内
に
映
像
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
、
三
月
に

開
局
し
た
「
Ｂ
Ｓ
よ
し
も
と
」
が
本
拠
地
と
し
て
番
組
制
作
・

発
信
を
毎
日
行
う
。
地
方
創
生
に
特
化
し
た
放
送
局
で
、
ｉ
Ｕ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
応
用
し
、
全
番
組
を
起
業
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
大
学
と
テ
レ
ビ
局
を
融
合
さ
せ
て
、
大

学
が
メ
デ
ィ
ア
に
な
る
。
教
育
＝
ｉ
Ｕ
、
研
究
＝B Lab

、
メ

デ
ィ
ア
＝M

ediaLab
。
こ
の
三
本
柱
で
新
し
い
も
の
を
生
ん

で
い
く
。

年
齢
や
国
籍
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
学
教
育

　

世
界
の
教
育
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
。
変
え
よ
う
。
ス
コ
ッ

ト
・
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
著
『
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
』
は
、

一
〇
年
後
に
は
五
〇
％
の
大
学
が
廃
校
に
な
る
と
喝
破
す
る
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
ほ
う
が
大
学
よ
り
大
学
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
と
い
う
。
既
に
そ
れ
は
現
実
で
も
あ
る
。
例
え
ば

M
O

O
Cs

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
経
営
学
は
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
、
哲
学
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
東
洋
史
は
北
京
大
、

そ
れ
を
受
講
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
学
習
履
歴
の
リ
ス
ト
の

ほ
う
が
慶
應
の
卒
業
証
書
よ
り
値
打
ち
が
出
る
。
そ
れ
で
も
行

き
た
い
大
学
の
価
値
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
座
学
以
外
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
魅
力
を
ギ
ュ
ッ
と

詰
め
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

学
ぶ
人
の
層
も
変
わ
る
。
高
校
を
出
て
目
的
意
識
な
く
大
学

に
入
り
社
会
に
出
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
い
っ
た
ん
働
い
て
か
ら

の
ほ
う
が
何
を
学
ぶ
か
明
確
に
な
る
。
高
卒
→
仕
事
→
大
学
の

パ
ス
が
太
く
て
も
よ
い
。
二
〇
年
ぐ
ら
い
か
け
て
大
学
と
社
会

を
出
入
り
し
な
が
ら
卒
業
、
と
い
う
設
計
。
人
生
一
〇
〇
年
。

定
年
後
三
〇
年
。
学
ぶ
人
は
増
え
る
。
大
学
は
シ
ニ
ア
が
主
体

に
な
る
。
そ
う
い
う
設
計
も
重
要
だ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
は
吹

き
こ
ぼ
れ
を
う
ま
く
扱
え
て
い
な
い
。
ｉ
Ｕ
に
は
一
二
歳
の
客

員
教
授
が
い
る
。
世
界
的
な
ド
ラ
マ
ー
で
、
音
楽
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
。
で
も
彼
女
は
中
学
進
学
に
当
た
り
日
本
の
学
校

に
見
切
り
を
つ
け
渡
米
し
た
。
そ
う
い
う
子
の
受
け
皿
に
も
な

り
た
い
。

　

国
の
壁
も
壊
す
必
要
が
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
や
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
よ
り
難
関
と
さ
れ
る
「
ミ
ネ
ル
バ
大
学
」。
構
想
は

ｉ
Ｕ
と
似
て
い
る
が
、
校
舎
を
持
た
ず
、
四
年
間
で
世
界
七
都

市
を
回
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
ぶ
と
い
う
柔
軟
な
設
計
は
日
本

で
は
不
可
能
だ
。
日
本
の
大
学
が
国
際
競
争
力
を
つ
け
、
海
外

か
ら
頭
脳
や
才
能
を
引
き
寄
せ
る
磁
場
と
な
る
に
は
、
制
度
設

計
も
必
要
だ
。
一
〇
年
後
五
〇
％
廃
校
と
い
う
予
測
は
自
分
ご
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と
の
警
句
と
し
て
と
ら
え
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
必
要
が
あ

ろ
う
。
ｉ
Ｕ
は
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
た
い
。


